
貞
、
北
爪
玲
子
、
木
村
桂
子
、
木
村
た

か
子
、
中
村
正
夫
、
大
㟢
茂
樹
、
鈴
木

正
明
、
田
村
千
代
子
、
⻆
井
静
子
、
永

見
信
國
、
田
子
智
代
、
吉
原
一
郎
、
河

村
史
明
、
松
嶋
克
典
、
石
田
法
子
、
高

坂
哲
也
、
小　

喜
代
治
、
鈴
村
浩
文
、

金
井
君
子
、
吉
田
幸
男

はい

●
特
設
人
権
相
談
所

　

い
じ
め
や
体
罰
、
部
落
差
別
、
女
性

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
間
の
も

め
事
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
８
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
５
階
学

習
室
、
大
胡
支
所
、
宮
城
・
富
士
見
公

民
館

●
フ
ェ
ス
で
人
権
考
え
よ
う

　

群
馬
会
館（
大
手
町
二
丁
目
）で「
人

権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ぐ
ん
ま
」

を
開
催
。
人
権
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画

の
上
映
や
あ
か
ぎ
団
に
よ
る
人
権
演
劇

の
上
演
、
障
害
者
施
設
作
品
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～
５
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
４
０
０
人

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
県
人
権
男
女
・

多
文
化
共
生
課
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐

２
９
０
６
へ

　

市
内
で
は
、
23
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
活
動
。
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い

て
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
人
権
擁

護
委
員
へ
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）
＝
戸
所
仁

治
、
岡
田
正
子
、
中
村
明
子
、
星
野
保

　

建
設
候
補
地
は
市
が
立
地
に
適
し
た

場
所
か
ら
選
出
す
る
ほ
か
、
市
民
か
ら

の
応
募
や
情
報
提
供
も
受
け
付
け
ま
す
。 

候
補
地
の
選
定
は
、
環
境
・
防
災
な
ど

の
法
規
制
を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。
応

募
で
き
る
の
は
土
地
所
有
者
（
個
人
・

法
人
）
か
応
募
地
の
自
治
会
長
、
情
報

提
供
で
き
る
の
は
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
で
す
。

応
募
条
件
＝
市
内
の
合
計
面
積
１
㌶
以

上
の
土
地
で
、
最
終
処
分
場
建
設
用
地

　

本
市
で
は
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
可

燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
、
危

険
ご
み
、
有
害
ご
み
、
プ
ラ
容
器
、
紙
・

衣
類
な
ど
に
分
別
。
ま
た
、
使
用
済
小

型
家
電
と
廃
食
用
油
に
つ
い
て
は
市
役

所
や
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
可
燃
ご
み

と
不
燃
ご
み
で
出
さ
れ
た
物
以
外
は
、

一
部
を
除
き
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
。
可
燃
ご
み
は
燃
や
し
た
後
、
不
燃

ご
み
は
破
砕
処
理
し
て
資
源
を
回
収
し

た
後
に
、
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
て

と
し
て
６
㌶
以
上
の
事
業
用
地
を
確
保

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
清
掃
施
設
整

備
室
、
各
支
所･

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー･

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

12
月
１
日
㈮
～
来
年
３
月
20
日
㈫

に
申
込
書
に
記
入
し
、
市
役
所
清
掃
施

設
整
備
室
へ
直
接

い
ま
す
。
し
っ
か
り
分
別
し
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
が
減
れ
ば
、
そ
の
分
資

源
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
、
最
終
処
分

場
も
長
く
使
用
で
き
ま
す
。

●
ご
み
を
見
分
け
る
分
別
チ
ャ
ー
ト

　

左
図
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
ご
み
の

排
出
方
法
を
見
分
け
て
く
だ
さ
い
。
粗

大
ご
み
の
処
理
は
、
通
常
よ
り
も
多
く

の
処
理
経
費
が
か
か
る
た
め
、
市
指
定

袋
に
入
る
ご
み
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
７
２

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　

12
月
４
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
ま
で
は
人
権
週
間
で
す
。
人
権
は

日
常
の
思
い
や
り
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
。
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
差
別
や
虐
待
の
な
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
課 

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
３
６

消
費
者
の
豆
知
識

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ

事
例　
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
総
合
消
費
料
金
に
関

す
る
訴
訟
最
終
告
知
」
と
書
か

れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
。

「
契
約
会
社
か
ら
訴
状
が
出
さ

れ
た
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
給

料
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」

と
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
商
品

や
金
額
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て

お
ら
ず
、
何
の
請
求
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
未
払
い
に
し
た
覚

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訴
え
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

回
答　
こ
れ
は
架
空
請
求
の
ハ

ガ
キ
で
す
。
訴
え
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
○
○
省
管
轄

支
局
な
ど
と
名
乗
り
勘
違
い
さ

せ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
公

的
な
窓
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
し
迫
っ
た
期
日
を
裁
判
取
り

下
げ
最
終
期
限
と
し
て
、
慌
て

て
連
絡
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
１
７
５
５

ご
み
減
量
で
最
終
処
分
場
の
延
命
化

そ
の
た
め
に
は
分
別
が
大
切
で
す

はい いいえ

はい いいえ

　学校での悩みや女性の人権、生活での悩み
事など、幅広い相談を受けています。話を聞
くときに心掛けているのは、傾聴の姿勢。相
談した後に穏やかな気持ちになれるよう、相
手の気持ちに寄り添って話を聴きます。悩み
事は誰かに話を聞いてもらうだけでも、気持
ちがすっと楽になることもあります。普段か
ら悩んでいることや身の回りに相談しにくい
ことなど、気軽に相談してください。

人権擁護委員
星野 保貞さん　木村 桂子さん

悩んだ時には私たちに相談を

最
終
処
分
場
建
設
候
補
地
の

応
募
を
受
け
付
け
ま
す

「資源ごみ（びん・缶・ペットボトル）」
「危険ごみ」「有害ごみ」「プラ容器」

「紙・衣類等」ではないごみ
※家電４品目（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類
乾燥機、エアコン）、消火器、プロパンガスボンベ、車用
タイヤなど市で処理できないものを除く

市の指定ごみ袋１枚に入りきる

粗大ごみ
（集積場所には

出せません）
・地域の粗大ごみ
集団回収時に出す

・清掃工場へ自己
搬入する（要事前
連絡）

・戸別回収を申し 
込む（３点まで、 
無料）

「金属・ガラス・陶器製品」か
「金属・ガラスが使われている」

使用済小型家電
（運搬が難しい場合は、市指定袋
 へ入れて不燃ごみへ）
リサイクルのため、「不燃ごみの日」ではなく、
市役所、各支所・市民サービスセンターな
どにある「使用済小型家電回収ボックス」へ

いいえ

可燃
ごみ

不燃
ごみ

電化製品である
（電気・電池の力で動く）
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